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基礎教育科目

■基礎教育カリキュラムの特色■

■カリキュラムポリシー
　「基礎教育科目」は、大学生としての基礎的な教養と位置付ける「人文・社会」「自然・情報」に関する幅広い知識、教養を身につける
科目と、日本語や特定の外国語を用いて表現し伝える力を身につけるための「学修基礎」「外国語」に関する多様な科目を設定する。これ
らの教養的科目により、専門分野に関する知識や技術を深めたり、広げたりする一方、未知の分野の知識が新たな発想や表現へと結びつけ
る機会を与えることができる。
　さらに「キャリア」には、学生のキャリア形成を支援し、自らの専門性と将来の職業意識の確立を目指すため、キャリアに対する意識、
自己理解や自己分析、社会で必要とされる基礎力を養うための授業科目を設定する。
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2024年度　カリキュラムマップ（芸術工学部　基礎教育）

授業科目

ディプロマ・ポリシーの項目
凡例：◎達成のために特に必要な科目　○達成のために重要な科目

Ａ：
基礎的教養

Ｂ：
コミュニケーション力

Ｃ：
専門的技能

Ｄ：
汎用的能力

Ｅ：
社会的対応力

科目区分 授業科目の名称 Ａ-1
知識

Ａ-2
科学・技術

Ａ-3
倫理

Ｂ-1
文章

Ｂ-2
語学

Ｂ-3
文化

Ｃ-1
表現

Ｃ-2
観察

Ｃ-3
情報

Ｄ-1
計画

Ｄ-2
協働

Ｄ-3
総合

Ｅ-1
マネージメント

Ｅ-2
開拓力

Ｅ-3
進路計画

基
礎
教
育
科
目

学
修
基
礎

スタディスキルズ ◎ 〇

日本語表現Ⅰ ◎ 〇 〇

日本語表現Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇

文章表現法A 〇 〇 ◎

文章表現法B 〇 ◎ 〇

人
文
・
社
会

日本史 ◎ 〇

世界史 ◎ 〇

心理学 〇 ◎ 〇

デザイン史 ◎ 〇

日本美術史 ◎ 〇 〇

西洋美術史 ◎ 〇 〇

美学 ◎ 〇 〇

人文地理学 ◎ 〇 〇

文化人類学 〇 ◎ 〇

法学（日本国憲法を含む） ◎ 〇 〇

知的財産権入門 ◎ 〇 〇

現代社会論 ◎ 〇 〇

マーケティング論 ◎ 〇 〇

教育心理学 〇 ◎ 〇

生涯学習概論 ◎ 〇 〇

博物館展示論 ◎ 〇 〇

東アジア文化入門 〇 ◎ 〇

文学・言語学 〇 〇 ◎

経済・政治 〇 ◎ 〇

教育学 〇 ◎

自
然
・
情
報

数学入門A ◎

数学入門B ◎

物理学入門 ◎ 〇

科学と技術 ◎ 〇

かたちの科学 ◎ 〇

数理とかたち ◎ 〇

健康科学 〇 ◎ 〇

スポーツ実技A（体育） ◎ 〇 〇

スポーツ実技B（ダンス） ◎ 〇

情報とネットワーク 〇 ◎

博物館情報・メディア論 ◎ 〇 〇
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授業科目

ディプロマ・ポリシーの項目
凡例：◎達成のために特に必要な科目　○達成のために重要な科目

Ａ：
基礎的教養

Ｂ：
コミュニケーション力

Ｃ：
専門的技能

Ｄ：
汎用的能力

Ｅ：
社会的対応力

科目区分 授業科目の名称 Ａ-1
知識

Ａ-2
科学・技術

Ａ-3
倫理

Ｂ-1
文章

Ｂ-2
語学

Ｂ-3
文化

Ｃ-1
表現

Ｃ-2
観察

Ｃ-3
情報

Ｄ-1
計画

Ｄ-2
協働

Ｄ-3
総合

Ｅ-1
マネージメント

Ｅ-2
開拓力

Ｅ-3
進路計画

基
礎
教
育
科
目

外
国
語

基礎英語Ⅰ 〇 ◎ 〇

基礎英語Ⅱ 〇 ◎ 〇

英語コミュニケーションA 〇 ◎ 〇

英語コミュニケーションB 〇 ◎ 〇

表現のための英語A 〇 ◎ 〇 〇

表現のための英語B 〇 ◎ 〇

現代英語 〇 ◎ 〇

フランス語Ⅰ ◎ 〇

フランス語Ⅱ 〇 ◎ 〇 〇

ドイツ語Ⅰ 〇 ◎ 〇

ドイツ語Ⅱ 〇 ◎ 〇

中国語Ⅰ 〇 ◎ 〇

中国語Ⅱ 〇 ◎ 〇

韓国語Ⅰ 〇 ◎ 〇

韓国語Ⅱ 〇 ◎ 〇

日本語初級Ⅰ 〇 ◎ 〇

日本語初級Ⅱ 〇 ◎ 〇

日本語中級Ⅰ 〇 ◎ 〇

日本語中級Ⅱ 〇 ◎ 〇

キ
ャ
リ
ア

キャリアデザインA 〇 〇 〇 ◎

キャリアデザインB 〇 〇 〇 ◎

キャリアデザインC 〇 〇 ◎

ビジネス数学（SPI対策） 〇 ◎ 〇

ビジネスコンピュータ 〇 〇 ◎

インターンシップA 〇 ◎ 〇

インターンシップB 〇 ◎ 〇


